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具体的な取組

成果・効果

1

2

「福祉×ビジネス」
自分らしくあるために
自立をサポートします

株式会社
ベジタルアドバンス 前橋市

当社HPへは
コチラから→

　当社は、支援や援護を必要としている人たちに「社会と
の接点を持てる場所とチャンス」を創出することを目的とし
て（株）ベジタルの子会社として設立。「備蓄用栄養補給
スープ　ライフスープ」を中心とした備蓄商品の開発・販売、
備蓄品を取り扱う店舗「ストックステーション」の運営、障害
者就労支援施設等への作業の斡旋を行っています。

　災害時において長期間の避難生活による健康二次被害、さ
らには災害関連死が深刻な問題となっていますが、要配慮者
に適した備蓄食品は少ないのが現状です。また、群馬県の「ぐ
んま５つのゼロ宣言」の中にも『自然災害による死者「ゼロ」』
を掲げられていることから長期間の避難生活による要配慮者
を含めた、すべての被災者の健康二次被害を解決したいと考
え、命を守る「ライフスープ」の開発に至りました。

経緯・背景企業紹介

当社にとってのSDGｓと、その展望

　いかなる状況でも要配慮者を含めたすべての人の健康を確保するため、SDGsについて３つの目標を掲げています。
目標３：災害時においても要配慮者も含めたすべての人々の健康を確保します。
目標８：障害を持つ方にも働きがいのある仕事を提供します。
目標１３：気候関連災害や自然災害の状況でも人々の健康を確保します。
　特例子会社の承認取得を目指し積極的な障害者の雇用を行い、障害がない人と同じように社会に受け入れられ、同じ
ような生活条件を提供できる企業を目指します。

　「ライフスープ」は、日常生活と非常時のどちらにおいても被災者の栄養バランスを整え、健康維持を目的としつつ、要配慮者
にも対応した粉末スープタイプの栄養機能食品であり、前橋市・前橋工科大学との産官学連携により開発した備蓄食品です。
本商品の梱包・発送作業は群馬県内各地域の就労支援施設で行っています。

「ノーマライゼーション」の理念のもと、誰もが平等に不安なく避難できるように、また避難生活においても要配慮者
を含めたすべての被災者の栄養不良・健康被害問題の解決を目指し、取組を行います。

さらには、本事業を通して障害を持つ方たちが災害時における自分たちが消費する備蓄品や支援物資の生産・
提供に直接携わり、自分たちの「職業」にするという全く新しい「障害者雇用支援と被災者支援の循環型事業」
を構築します。

▶ 代表者：田口 勇夫
▶ 設立年月日：2020年5月25日
▶ 資本金：300万円
▶ 従業員数：2人

▶ 住所：前橋市駒形町885-3
▶ TEL：0270-27-4367
▶ Mail：info@vegitaladvance.com
▶ URL：https://www.vegitaladvance.com/
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CASE23 社会課題解決型ビジネス

備蓄用栄養補給スープ「ライフスープ」


